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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ATPからアデノシンへのγ-リン酸の転移を触媒する酵素であり、それによって細胞外アデノシンと細胞内のアデニンヌクレオチドの濃度の調節因子として機能します。アデノシンは、心血管系、神経系、呼吸器系、免疫系に広範な影響を及ぼし、酵素の阻害剤は、血管内アデノシン濃度を上昇させ、抗炎症剤として作用する上で重要な薬理学的役割を果たす可能性があります。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年1月],触媒活性：ATP + アデノシン = ADP + AMP。,補因子：サブユニットあたり3つのマグネシウムイオンを結合します。,機能：ATP依存性リン酸化アデノシンおよび他の関連ヌクレオシド類似体を一リン酸誘導体にします。細胞外アデノシンおよび細胞内アデニンヌクレオチドの濃度の潜在的な調節因子として機能します。,経路：プリン代謝;サルベージ経路によるAMP生合成；アデノシンからのAMP：ステップ1/1。,類似性：糖鎖キナーゼpfkBファミリーに属する。,サブユニット：モノマー。,組織特異性：広く発現。胎盤、肝臓、筋肉、腎臓で最も高い濃度を示す。,
	研究分野
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	ADK抗体を用いたRAW264.7細胞およびNIH/3T3細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

